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福島県小児甲状腺検査の概要
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（34市町村）先行検査 2013年度，本格検査 2015年度
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事故当時（実際には 2011年 4月 1日）18歳以下の子供たちを対象
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各検査の流れ（先行検査も本格検査も同じ）

一
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A判定

B判定

C判定

二
次
検
査

A判定

通常診療等
患者

次
回
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査

甲状腺エコー検査の判定区分と判定基準
判定 判定基準
A1 結節またはのう胞を認めなかったもの
A2 5.0mm以下の結節、または 20mm以下ののう胞
B 5.1mm以上の結節、または 20.1mm以上ののう胞（なお、A2

判定であっても甲状腺の状態などから二次検査を必要とする
と判断した場合は B判定）

C 甲状腺の状態などから判断して直ちに二次検査を要するもの
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事故時年齢別患者数
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検査時年齢別患者数

2
4
6
8

10
12
14
16
18
20
22

0

24

年齢
男
女

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
0
0

0
0

0
0

0
1

0
0

0
0

0
4

0
1

3
3

2
3

6
8

3
5

3
8

8
9

7
15

5
14

2
4

0
2

0
0

計
39
77 116

先行検査（2016年 6月 6日公表）

2
4
6
8

0

10

年齢
男
女

5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
0
0

0
0

0
0

0
0

1
0

1
0

1
1

2
2

3
2

1
1

0
7

3
5

2
7

4
2

4
4

5
4

2
2

2
2

1
0

計
32
39 71

本格（2巡目）検査（2017年 11月 30日公表）
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がん統計と累積数の比較

全国甲状腺がん発生率（2006–2010年平均）
（人/10万人）
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甲状腺がん推定累積発生数（0～25歳）
（人/10万人）

（歳）
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点線の傾き 4.95/15 = 0.33が 5～19歳の累積発生率．これは，前図
の 5～9歳発生率 0.03，10～14歳発生率 0.11，15～19歳発生率 0.85
の平均値 (0.03 + 0.11 + 0.85)/3 = 0.99/3 = 0.33 と同じ
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甲状腺がん累積発見率と全国がん統計に基づく推定値
（人/10万人）
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発生率と平均観察年数の考え方
ある集団である病気の発生を一定の期間観察するとき，集団の
人数と観察期間を掛けた数値を観察人年（単位は

じんねん
人年）という

その集団でのその病気の発生総数を観察人年で割った数値を，
その病気のその集団での発生率（または罹患率）という
通常，発生率はこの数値に 10万人を掛けて「年間 10万人当た
り○○人」という表現で表す．
ある時期に一斉に検査をして見つかったがんの数は，その集団
の過去のがんの発生数の累積数であり，観察期間を検査時点か
ら遡って計算できる．
このような検査を複数回繰り返す場合は，各対象者にとって最
初の検査では誕生日からその検査時点までの期間がその個人の
観察期間であり，2回目以降はその検査時点と以前の検査時点
の間隔が観察期間となる
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発生率と平均観察年数の考え方（つづき）
ある集団の中でも観察期間は一般に個人ごとに異なる
集団の各個人の観察期間（年数）の総和を観察人年と呼ぶ
観察人年を集団の人数で割ったものをその集団の平均観察年数
という

（平均観察年数）= （観察人年）
（集団の人数）

あるいは
（観察人年）=（集団の人数）×（平均観察年数）

（がんの発見率）=（がんの累積数）（集団の人数）
（がんの発生率）=（がんの累積数）（観察人年） =

（がんの発見率）
（平均観察年数）
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両検査の観察期間と年齢の関係
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先行検査と本格検査の発生率（事故前後で不変の場合）
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先行検査と本格検査の発生率（事故前後で不変の場合）
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先行検査と本格検査それぞれの発生率の地域間比較
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1～3巡目の発生率の推移（事故前後で不変の場合）
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1～3巡目の発生率の推移（事故前後で不変の場合）
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1～3巡目の発生率の推移（事故前後で不変の場合）
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1～3巡目の発生率の推移（事故前発生率 3人/10万人年）
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1～3巡目の発生率の推移（事故前発生率 2人/10万人年）
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1～3巡目の発生率の推移（事故前発生率 2人/10万人年）
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1～3巡目の発生率の推移（事故前発生率 2人/10万人年）
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1～3巡目の発生率の推移（事故前発生率 2人/10万人年）
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東日本と太平洋の汚染

計算期間の最後（5 月 1 日 0 時）の時点において、計算期間中に FNPP1 から大気中に放

出された 137Cs のうち、37%が計算領域内の陸上に、21%が海上に沈着し、残りの 42%は計

算領域外へ流出したかあるいは計算領域内の大気中に存在していたものと評価された。し

たがって、放出された全量のうち半分以下が東日本の陸上に沈着した計算結果となった。

プルームが海上に拡散し沈着した期間のソースタームのほとんどはダストサンプリングに

よるデータからは推定されず前後の推定結果から内挿されたか他の期間と同一と仮定され

た。これらのソースタームは、本研究では使用していない全球スケールの環境モニタリン

グデータ（例えば Masson et al., 2011; Biegalski et al., 2012) を用いることで改善されるであ

ろう。 
 

(a) 5 JST March 12–0 JST April 1 (b) 5 JST March 12–0 JST May 1

☆ Fukushima Dai-ichi Nuclear Power Plant (FNPP1)

Bq m-2Bq m-2

 
図 4.12 137Cs 積算沈着量(Bq m-2)の修正ソースタームによる計算値（色ベタ塗り）と測定

値（色塗り円と数値）の比較。左（a）は 2011 年 3 月 12 日 5 時から 4 月 1 日 0 時まで、

右（b）は 3 月 12 日 5 時から 5 月 1 日 0 時までの積算値。測定で降下量が検出されなか

った点には 0 と記した。(Terada et al., 2012 より引用) 
 
 
 

113 
 

137Cs 積算沈着量
（寺田他, 2012）
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137Csの日降下量 (Bq/m3)（寺田他, 2012）
(a) 9 JST Mar. 12–9 JST Mar. 13 (b) 9 JST Mar. 14–9 JST Mar. 15 (c) 9 JST Mar. 15–9 JST Mar. 16

(d) 9 JST Mar. 20–9 JST Mar. 21 (e) 9 JST Mar. 21–9 JST Mar. 22 (f) 9 JST Mar. 22–9 JST Mar. 23
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図 4.10 修正ソースタームを用いた 137Cs 日降下量 (Bq m-2) の計算結果（色ベタ塗り）と

測定値（色塗り円と数値）の比較。測定で降下量が検出されなかった点には 0 と記した。

(Terada et al., 2012 より引用) 
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UNSCEAR2020の問題点

鈴木元「東電福島第一原発事故後の小児甲状腺被ばく線量の再評
価—UNSCEAR2013年報告書より大幅に低くなる」（Isotope News 2
月号 No.773, pp.40–43）に関連して，

1080名のデータは測定法にも問題があっただけでなく，そもそ
も対象者が原発から 30km以遠での部分的な測定で高リスク群
を欠き，代表制に問題がある．これと整合性があるということ
は過小評価を意味すると考えられる．
「100mSvの少女」（NHKニュース 2019，榊原崇仁著「福島が
沈黙した日　原発事故と甲状腺被ばく」（集英社新書）より）
緊急避難スクリーニングで 11万数千人中 102名が 10万 cpm超
え．本来のスクリーニングレベル 1万 3000cpm以上 10万 cpm
未満の人数は不明？（study2007著「見捨てられた初期被ばく」
（岩波）より）
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ATDMシミュレーション，大気汚染モニター（SPM）等の活用
という点で，次の研究（研究代表者 森口祐一）に注目したい：
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リンク集
[1]成果報告書（127ページ）：
https://www.erca.go.jp/suishinhi/seika/pdf/seika_1_h30/5-1501_2.pdf

[2]成果報告会スライド資料：
https://www.erca.go.jp/suishinhi/seika/pdf/seika_5_06/5-1501.pdf

[3]事後評価概要：
https://www.erca.go.jp/suishinhi/seika/pdf/seika_1_h30/5-1501.pdf

[4]NHKサイエンス ZEROで 2018.10.29放映
https://togetter.com/li/1282287（参考：まとめサイトへのリンク）
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甲状腺等価線量（一歳児）[1]より抜粋

大倉弘之 (元京都工繊大) 地域の汚染と甲状腺がん ’21/06/06 ZOOM 28 / 30



甲状腺等価線量（一歳児）[1]より抜粋
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ご清聴ありがとうございました．
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